
序章

第 1節―　後期基本計画の基礎条件

設定人口1

　後期基本計画の目標年次である平成32年度（2020年）の人口を50万人と設定します。

前期基本計画 後期基本計画

第 1次
実施計画

（平成 14年）

第 2次
実施計画

（平成 19年）

第 3次
実施計画

（平成 22年）

第 4次
実施計画

（平成 25年）

第 5次
実施計画

（平成 28年）

第 6次
実施計画

（平成 32年）

設定人口
（14歳以下比）
（15-64歳比）
（65歳以上比）

461,000 478,000 480,000 490,000
12.0％
65.8％
21.3％

495,000
11.0％
64.6％
24.4％

500,000
9.8％

64.6％
25.6％

上段：実績
下段：推計

470,759 476,792 （485,545）
477,830 477,421 476,182 473,615

図表02-1　人口の推移、推計、設定

（単位：人、各年10月1日）

・ 設定人口の年齢 3区分による構成比は、参考です。
・ H22の（　）内の実績は、H22.9.1現在の常住人口です。
・ 推計人口については、平成 21年 1月実施の人口推計のうち、現実型の推計値（住民基本台帳人口と外国人登録人口の合計）を H19の乖離をも
とに常住人口に換算しています。

・ 推計と設定人口との差は、子育て世代の定住促進などによる人口増を見込んでいます。

（単位：人、各年10月1日）

平成23年1月28日松戸市議会議決後期基本計画
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財政の見通し2

　後期基本計画の普通会計＊11の見通しは次のとおりです。

歳入（単位：億円・％）

　　　　　　　年度

区分

平成 23～ 25年度 平成 26～ 28年度 平成 29～ 32年度 合計

推計額 構成比 推計額 構成比 推計額 構成比 推計額 構成比

一般財源 2,435 60.6 2,320 56.7 3,216 58.6 7,971 58.6

　うち市税 1,998 49.8 2,033 49.6 2,828 51.5 6,859 50.4

国・県支出金 1,114 27.7 1,210 29.5 1,605 29.2 3,929 28.9

市債 263 6.6 261 6.4 248 4.5 772 5.7

その他 203 5.1 304 7.4 422 7.7 929 6.8

合計 4,015 100.0 4,095 100.0 5,491 100.0 13,601 100.0

歳出（単位：億円・％）

　　　　　　　年度

区分

平成 23～ 25年度 平成 26～ 28年度 平成 29～ 32年度 合計

推計額 構成比 推計額 構成比 推計額 構成比 推計額 構成比

経常的経費 3,430 85.5 3,473 84.8 4,666 85.0 11,569 85.1

　うち義務的経費 2,448 61.0 2,477 60.5 3,305 60.2 8,230 60.5

　　うち人件費 800 19.9 764 18.7 963 17.5 2,527 18.6

投資的経費 359 8.9 392 9.6 555 10.1 1,306 9.6

その他 226 5.6 230 5.6 270 4.9 726 5.3

合計 4,015 100.0 4,095 100.0 5,491 100.0 13,601 100.0

※　市税については、設定人口をもとに納税義務者数を推計し、過去の実績及び今後の経済情勢を考慮して、推計しました。
※　その他の項目についても、過去の実績、事業の将来推計等を考慮して推計しました。

※　 経常経費については、義務的経費（人件費、公債費、扶助費）の推計をもとに、引き続き、経費の抑制に努めるとともに、将来の社会情勢を考慮して、
推計しました。

※　 投資的経費については、歳入の推計及び経常経費、その他の経費を考慮した上で、後期基本計画中に実施が見込まれる大型事業等を計上する
とともに、過去の実績などにもとづき、推計しました。
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都市づくりの考え方3

　本市のおかれた状況にあって、今後は多様な世代が、生き生きと豊かに暮らすことのできる生活環境の
整備が求められており、バリアフリーやユニバーサルデザイン＊12に配慮しながら、「徒歩生活圏」の形成を
図り、安心、快適でコンパクトな市街地の形成をめざしていく必要があります。
　さらに、人々の生き生きとした暮らしの実現を図り、都市観光の振興や他地域との活発な交流を促進す
るため、歴史、文化など地域特性を生かし、景観や環境に配慮した魅力ある市街地の形成を図る必要があ
ります。

　こうした中、市全体の都市づくりは、次のような基本的な考え方で行います。

①　 駅や商店街の利便性を活かすよう交通環境等の整備を行います。また、住宅市街地においては生活基
盤の整備、高齢社会や防災への対応、緑豊かなまち並みの形成など、身近な暮らしの環境が充実した
都市をめざします。

②　 河川や樹林地などの自然環境や歴史資源を保全・活用しながら、それらへの関心の高まりに対応した
生活空間やレクリエーションの場を整備する水・みどり・歴史資源を大切にする都市づくりをめざし
ます。

③　 現在の鉄道網における交通利便性の高さを活かし、環境へ配慮した公共交通網の一層の充実を図りま
す。また、自動車交通についても広域道路網の整備と連携し、路線ごとの必要性を検証しながら、交
流を支える環境にやさしい交通体系を備える都市づくりをめざします。

④　 広域的な拠点の形成や、新たな産業の進出の可能性を配慮し、多様な活動や広域的な交流を可能とす
る活力ある都市づくりを行うために、交流拠点の育成・整備や産業活動のための環境整備を進め、活
力と交流をもたらす産業環境を整える都市づくりをめざします。

序章　|　17　|

後
期
基
本
計
画

序
章



地域の設定と市街地像4

　基本構想で示した「生活に身近な地域」については、前期基本計画に引き続き、松戸、矢切、明、古ヶ
崎、新松戸、小金、馬橋、小金原、常盤平、六実、東部の11地域を設定します。
　「環境特性を生かした3つのまとまり」との関係では、松戸、矢切、明、古ヶ崎、新松戸の5つの地域は
「水と親しめる川の手のまち」を、小金、馬橋、小金原の3つの地域は「風薫る歴史のまち」を、常盤平、六
実、東部の3つの地域は「光輝くみどりのまち」をそれぞれ構成する地域とします。
　後期基本計画においては、地域別計画は策定しませんが、施策の展開にあたっては、この11地域を基
本とするほか、都市計画マスタープランなどの関連個別計画において、地域の特性に応じた具体的な展開
を図ります。
　なお、3つのまとまりの市街地像は、次のとおりです。
①　  「川の手のまち」として示される江戸川沿いの低地部を中心としたまとまりにおいては、江戸川や坂
川、新坂川、六間川などの河川を主体として、農地、公園、斜面緑地などのみどりの保全・育成を図
り、水と親しめることを基調とした豊かな自然環境を有するまちづくりを進めます。また、このまと
まりの中心となる松戸駅周辺については商業集積地や交通結節点としての機能を活かし、広域交流拠
点としての整備・育成を図ります。

②　  「歴史のまち」として多くの寺社や城跡がある北部の台地を中心としたまとまりにおいては、歴史資
源とみどりを活かすことを基調として、これまでのまちづくりで育んできた多様な特性を有する地域
の中心地区や住宅地の特性をふまえつつ落ち着いた風格のある街並みの形成や、歴史資源などのネッ
トワーク化などによる歴史の風が薫るようなまちづくりを進めます。

③　 21世紀の森と広場や観光農園などを含む「みどりのまち」として示される南東部のまとまりにおいて
は、農地や樹林地などのみどりの保全、活用や農業活動の育成を図るとともに、これまでのまちづく
りによりつくられてきた多様な特性を有する拠点や住宅地では、農・住・みどりを基調として、個性
ある地域の魅力を育みながら、ゆとりある計画的なまちづくりを進めます。　
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第 2節―　後期基本計画推進にあたって大切にしたいこと
　後期基本計画は、できるだけ多くの市民と職員の参加を得て、策定しました。平成21年7月に2回に
わたって開催した「松戸市の未来を考える市民フォーラム」において、本市の未来に向けて、全員で大切に
していきたい共通基盤をつくりました。計画の推進に向けても、共通基盤として、大切にしていきたいと
思います。

希望1

　松戸市に係わる全ての人たちに持ち続けてもら
いたいものが、「希望」です。明日に向けて、どう
生きるかはさまざまですが、その先には、常に希
望の灯が見えるように生きられるまちでありたい
ものです。

人と自然との共生2

　松戸市は、都心に近接した利便性とともに、豊
かな自然に恵まれています。次の世代において
も、豊かな生活のなかで全ての市民が暮らしてい
けるように、人・もの・自然を大切にし、自然と
共生していきたいものです。

地域とのつながり、
人とのつながり3

　松戸市では、年間27,000人前後の人たちが転
入し、転出します。また、5,000人弱の命が誕生
し、3,000人弱の命が失われています。そうし
た街であればこそ、なおのこと、地域とのつなが
り、人と人のつながりを大切にするまちであり続
けたいものです。

価値観を認め合う4

　松戸市には、さまざまな環境のなかで、多様な
価値観をもった人たちが暮らし、また、訪れてき
ます。お互いの価値観を認め合うことから、人と
人のつながりは生まれてきます。

図表02-2　松戸に住み続けたいと思う人の割合

出典：市民意識調査

図表02-3　松戸市人口動態

出典：松戸市人口推計
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やさしさ・思いやり5

　人と人とのつながり、自然との共生、その基盤にあるものは、個としてのやさしさや思いやりの心では
ないでしょうか。 

1．目的

　松戸市に関わる幅広い人が一堂に会し、松戸のこれまでの変遷を振り返り、現状の課題に対する理解を深

めた上で、未来の松戸市の姿について、話し合い、全体の方向性（全体像）について共有するために開催し

ました。

2．開催日、参加者数

・ 平成 21年 7月 4・ 5日（市民 50名、職員 8名）

・平成 21年 7月 9・16日（市民 61名、職員 9名）

3．成果

「まつど未来づくり会議」におけるテーマ（施策の大綱）ごとの分科会へのメッセージ・依頼文

（過去について考える）

（共通の拠り所を考える） （誇りに思うこと・残念に思うことを考える）

（今について考える）

－松戸市の未来を考える市民フォーラム－

（未来について考える） （未来について表現する）
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